
理工学部 物質科学科 材料理工学コース 履修モデル

材料理工学
コース

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
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9
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理
工
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理工横断 7

数学/

データ
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17
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12

28
実験系

材
料
理
工
学
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門

工学系

理学系 30

演習/実験
系

13

探求 9

単位数 12 11 11.5 12.5 11.5 12.5 11 9 11 12 10.5 8.5 4.5 3.5 2 2
145

23 24 24 20 23 19 8 4

科目 内容

基礎線形代数
Ⅰ（１）

基礎線形代数
Ⅱ（１）

基礎微分積分
学Ⅰ（１）

基礎微分積分
学Ⅱ（１）

基礎AI 学
（１）

基礎情報学
（１）

情報処理の技法（２）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎化学実験
（１）

基礎物理学実験（１）

基礎化学Ⅲ
（１）

基礎化学Ⅳ
（１）

基礎線形代数
Ⅲ（１）

基礎線形代数
Ⅳ（１）

基礎微分積分
学Ⅲ（１）

基礎微分積分
学Ⅳ（１）

基礎生物学Ⅰ
（１）

基礎生物学Ⅱ
（１）

多変数微分積
分学Ⅰ（１）

多変数微分積
分学Ⅱ（１）

基礎電磁気
学Ⅰ（１）

基礎電磁気
学Ⅱ（１）

製図基礎（２） 材料理工学実験Ⅰ（１） 材料理工学実験Ⅱ（２） 材料理工学実験Ⅲ（２）

物質科学概論（２） 環境安全科学（２）

Fundamental English for 
Materials Science （２）

テクニカル
コミュニケーション（１）

外国文献講読（１）

創造工房実習（１）

計算材料科
学（２）

量子論概論
（２）

光物性科学
（２）

材料理工学演習（２）

卒業課題研究（８）

研究プロポーザル（２）材料理工学特別
講義Ⅱ（１）

初年次ゼミ（２）

セラミック
材料学（２）

弾性体力学
（２）

金属材料学
Ⅱ（２）

材料電気化
学（２）

エネルギー変
換材料学（２）

機能材料学
（２）

材料プロセ
ス学（２）

材料評価学
（２）

主題別・文化・地域指向

科目（５）

大学英語Ⅰ（２） 大学英語Ⅱ（２）

主題別・文化・地域指向

科目（７）

スポーツ理論（２）

基礎データサイエ
ンス学Ⅰ（１）

Active English for 
Materials Science（１）

確率統計Ⅰ
（１）

確率統計Ⅱ
（１）

主題別・文化・地域指向

科目（４）

加工プロセ
ス学（２）

品質管理
（１）

秋田の環境と
資源（１）

固体化学
（２）

物理化学Ⅱ
（２）

材料組織学
（２）

結晶強度学
（２）

材料物理学
（２）

凡例

科目名
（２）

必修科目

科目名
（２） 選択必修科目

科目名
（１）

集中講義

カッコ内は単位数

(集中講義を除く)

構造解析学
（２）

分子物理化
学（２）

応用物理基
礎（２）

物理化学Ⅰ
（２）

構造物質科
学（２）

電磁気学
（２）

固体物理学
（２）

表面科学
（２）

金属材料学
Ⅰ（２）

電子材料学
（２）

材料化学プロ
セス学（２）

機能無機材
料学（２）

機能表面工
学（２）

材料理工学特別
講義Ⅰ（１）

地域産業論
（１）



 秋⽥⼤学学⼠⼒に基づくカリキュラム・マップ
［秋⽥⼤学学⼠⼒の各項⽬について］

 【 1 】多⽂化・異⽂化に関する知識の理解：価値観の多様性を理解する礎となる多⽂化・異⽂化に関する知識
 【 2 】⼈類の⽂化，社会に関する知識の理解：時代とともに変遷する⼈⽂科学・社会科学に関する知識
 【 3 】⾃然に関する知識の理解：普遍的ならびに発⾒，更新される⾃然科学に関する知識
 【 4 】専⾨分野に関する知識の理解と技能の習得：専攻する分野において必要とされる専⾨的知識とそれを応⽤する能⼒および技能

 汎⽤的技能
 【 5 】コミュニケーションスキル：⽇本語と特定の外国語を⽤いて，読み，書き，聞き，話すことができる能⼒
 【 6 】数量的スキル：⾃然や社会的事象について，シンボル（記号，数式等）を活⽤して分析し，理解・表現できる能⼒
 【 7 】情報リテラシー：ICTを⽤いて，多様な情報を収集・分析して適正に判断し，モラルに則って効果的に活⽤できる能⼒
 【 8 】論理的思考⼒：情報や知識を複眼的，論理的に分析し，表現できる能⼒
 【 9 】問題発⾒・解決⼒：問題を発⾒し，解決に必要な情報を収集・分析・整理し，その問題を確実に解決できる能⼒

 態度・志向性
 【 10 】⾃⼰管理⼒：⾃らを律して⾏動できる。
 【 11 】チームワーク, リーダーシップ：他者と協調して⾏動できる。また，他者に⽅向性を⽰し，⽬標の実現のために協働できる。
 【 12 】倫理観：⾃⼰の良⼼と社会の規範やルールに従って⾏動できる。
 【 13 】市⺠としての社会的責任：社会の⼀員としての意識を持ち，義務と権利を適正に⾏使しつつ，社会の発展のために積極的に関与できる。
 【 14 】⽣涯学習⼒：卒業後も⾃律・⾃⽴して学習できる。

 総合的な学習経験と創造的思考⼒
 【 15 】これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活⽤しながら，⾃らが⽴てた新たな課題に対して，与えられた制約の下で
               解決するための⽅策をデザインし解決できる能⼒。また，新しいものや考え⽅を⽣み出す思考⼒。

［カリキュラム・マップ⼊⼒⽅法］
  １．各授業科⽬のシラバスに記載されている達成⽬標と秋⽥⼤学学⼠⼒（上記）との関連性について，以下の⽬安をもとに数値（割合）
    を5％単位で合計100％となるよう記⼊してください。担当科⽬との関連性がない項⽬は，「空欄」としてください。
    プルダウンで数値を選択できますが，直接⼊⼒も可能です。ただし5，10，15･･･など5％単位の数値に限ります。
    学⽣へは以下の記号に変換して公表します。

記号 シラバス記載の達成⽬標と秋⽥⼤学学⼠⼒との関連性
◎ ⼤いに関連し，当該科⽬の最も重要な⽬的である

○ 関連があり，当該科⽬の⽬的の⼀つである

△ シラバスに⽬的として挙げられていないが，当該科⽬の履修によって副次的に⾝につく

空欄 当該科⽬と関連がない

  ２．授業形態を「講義」，「演習」，「実験」，「実習」，「実技」の中から1つ選択し授業形態1に⼊⼒してください。併⽤している科⽬は
    授業形態2にも⼊⼒してください。現在⼊⼒されているのはシラバスから転記したものです。変更があれば修正してください。
  ３．【15】総合的な学習経験と創造的思考⼒に⼊⼒できるのは予め設定した科⽬（■網掛けの科⽬）に限ります。

なし

 知識・理解 （専攻する特定の学問分野における基本的な知識を体系的に理解するとともに，その知識体系の意味と⾃⼰の存在を歴史・社会・⾃然と関連付けて理解する。）

関連の程度
40％〜100％
15％〜35％

5，10%
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⻑⾕川 崇 31433042 機能材料学 2 講義 40 40 10 5 5
河野 直樹 35433047 材料理⼯学演習 2 演習 30 50 20
河野 直樹 35433050 材料理⼯学実験Ⅲ 2 実験 5 25   5 25   20 15 5
河野 直樹 35332042 量⼦論概論 2 講義 5 20 30 5 15 15 10
原 基 35433044 表⾯科学 2 講義 100
後藤 育壮 31433061 材料プロセス学 2 講義 15 65 10 5 5
後藤 育壮 32432003 ⾦属材料⼯学概論 2 講義 15 30 35 10 5 5    
⾼橋 弘樹 35382008 物理化学ⅡB 2 講義 80 20
⾼橋 弘樹 35914054 外国⽂献講読 1 演習 15 25 60
⾼橋 弘樹 31383047 エネルギー変換材料学 2 講義   10 60 10 10 10  
佐藤 芳幸 31433025 計算材料科学 2 講義 20 40 10 20 5 5
佐藤 芳幸 35433030 材料化学プロセス学 2 講義 20 60 10 5 5
⼩⽟ 展宏 31433024 構造物質科学 2 講義 5 30 20 5 15 15 10
⼩⽟ 展宏 35333010 光物性科学 2 講義 5 20 30 5 15 15 10
肖 英紀 35432001 材料物理学 2 講義 10 60 10 10 10    
肖 英紀 35433048 材料理⼯学実験Ⅰ 2 実験   40   15 15 15   5 5 5  
仁野 章弘 35433027 機能無機材料学 2 講義   5 90 5
林 滋⽣ 30934021 ボランティア参加(MS) 1 実習 5 15 5 15 10 5 20 10 15
⼤⼝ 健⼀ 31433062 加⼯プロセス学 2 講義 50 30 20
⼤⼝ 健⼀ 35433034 弾性体⼒学 2 講義 50 30 20
⼤⼝ 健⼀ 35433045 材料評価学 2 講義 45 30 25
林 滋⽣ 35433055 創造⼯房実習 1 実習 20 25 15 40
林 滋⽣ 35434056 研究プロポーザル 2 講義 実習 15 20 10 15 35 5
林 滋⽣ 35434057 卒業課題研究 8 講義 実習 15 15 10 10 15 15 15 5
⼤⼝ 健⼀ 35853058 技術者倫理 1 講義 5 50 25 20
野澤 正和 35432046 製図基礎 2 講義 実習 40 30 25 5
辻内 裕 35462011 応⽤物理基礎 2 講義 5 20 10 5 30   20 10

2020 辻内 裕 35382001 分⼦物理化学 2 講義 5 20 20 5 30   10 10  
⽥⼝ 正美 35383029 材料電気化学 2 講義 10 20 20 10 20 10 10
佐藤 芳幸 35433049 材料理⼯学実験Ⅱ 2 実験 25 15 15 15 15 5 5 5
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福本 倫久 35433023 機能表⾯⼯学 2 講義 100
⿇⽣ 節夫 35433033 凝固加⼯学 2 講義 50 20 20 10
林 滋⽣ 30433001 品質管理 1 講義 20 20 25 20 10 5
林 滋⽣ 30934003 インターンシップⅠ(MS) 1 実習 10 10 20 10 10 20 10 10
林 滋⽣ 30934012 インターンシップⅡ(MS) 2 実習 10 10 20 10 10 20 10 10
林 滋⽣ 31433046 セラミック材料学 2 講義 20 25 20 20 10 5
林 滋⽣ 35382041 物理化学ⅠB 2 講義 25 20 20 20 10 5
林 滋⽣ 35383003 固体化学 2 講義 25 20 20 20 10 5
林 滋⽣ 35932052 材料理⼯学特別講義Ⅱ 1 講義 15 10 15 15 10 15 20
魯 ⼩葉 35433025 ⾦属材料学Ⅱ 2 講義 10 60 10 10 10
棗 千修 35433002 材料組織学 2 講義 15 60 5 10 5 5
棗 千修 35433024 ⾦属材料学Ⅰ 2 講義 15 60 5 10 5 5
棗 千修 35932051 材料理⼯学特別講義Ⅰ 1 講義 20 5 10 5 25 10 10 5 10
齋藤 嘉⼀ 35253053 地域産業論 1 講義 10 10 10 10 10 10 10 30
齋藤 嘉⼀ 35433005 構造解析学 2 講義 20 30 20 10 10 10
齋藤 嘉⼀ 35433010 結晶強度学 2 講義 20 30 20 10 10 10
齋藤 嘉⼀ 35463007 固体物理学 2 講義 20 30 20 10 10 10



理工学部　物質科学科
材料理工学コース　カリキュラムツリー

ver.2019.10.2

CP DP

初年次ゼミ
「物質化学科」 材料理⼯学実験Ⅰ 材料理⼯学実験Ⅱ 材料理⼯学実験Ⅲ

秋⽥の環境と資源 物質科学概論 材料理⼯学演習 創造⼯房実習

製図基礎 外国⽂献講読

材料物理学 ⾦属材料学Ⅰ ⾦属材料学Ⅱ エネルギー変換材料学

材料組織学 弾性体⼒学 凝固加⼯学 材料プロセス学

構造解析学 結晶強度学 加⼯プロセス学 機能材料学

基礎物理学実験 基礎化学実験 応⽤物理基礎 電磁気学 材料評価学 計算材料学

情報処理の技法 基礎情報学 基礎化学Ⅲ 量⼦論概論 電⼦材料学 機能無機材料学

基礎AI学 物理化学Ⅰ 構造物質科学 固体物理学 機能表⾯⼯学

固体化学 光物性科学

セラミック材料学 材料化学プロセス学

物理化学Ⅱ 材料電気化学

表⾯化学

テクノキャリアゼミ

環境安全科学 技術者倫理 材料理⼯学特別講義
Ⅰ・Ⅱ 地域産業論 テクニカルコミュニケーション

Fundamental English
for Materials Science 品質管理

計画数学

教養基礎教育科⽬

太字：必修科⽬

（学部）
（１）理⼯学の各分野の基
礎知識・技術
（２）各コースの分野におけ
る専⾨知識・技術
（３）専⾨分野に関連する
職業・キャリアパスの知識
（４）地域の⾃然，社
会，産業，⽂化等に関する
知識
（５）種々の科学・技術お
よび情報を利⽤して社会の
要求に応えるためのデザイン
能⼒とプロポーザル能⼒
（６）周りの⼈々と協働して
課題を解決する統率⼒
（７）与えられた制約の下
で課題解決に向けて計画的
に取り組む実⾏⼒
（８）⽇本語による論理的
な記述⼒，⼝頭発表能
⼒，討議等のコミュニケーショ
ン能⼒
（９）英語の活⽤能⼒
（10）情報通信技術
（ICT）を⽤いて多様な情
報を収集・分析し効果的に
応⽤する情報活⽤能⼒
（11）主体的かつ継続的に
学習する態度
（12）地域の諸課題を⾃ら
発⾒し，柔軟で総合的な視
点で課題に取り組む態度
（13）科学技術が⾃然と
社会に及ぼす影響と効果を
理解し，強い責任感と⾼い
倫理観を持って⾏動する態
度

（学部）
（１）数学や理科などの理
⼯学基礎を確実に理解させ
る教育を⾏う。
（２）応⽤⼒や創造性を重
視した専⾨教育を⾏う。
（３）社会における科学技
術の役割，技術者の責任と
倫理を理解させる教育を⾏
う。
（４）国際性を培う専⾨教
育を⾏う。
（５）地域の⾃然，社
会，産業，⽂化に関する知
識の理解を深める教育を⾏
う。
（６）デザイン能⼒とプロ
ポーザル能⼒を養成するカリ
キュラムを構成する。
（７）情報通信技術
（ICT）を⽤いた情報活⽤
能⼒を養成するカリキュラムを
構成する。
（８）職業意識を⾼める実
践的なキャリア教育を⾏う。

（コース）
（1）1年次では主に教養
基礎教育科⽬を通じて，技
術者としての教養を⾝につけ
るとともに，基礎知識を習得
する。
（2）2年次では，材料理
⼯学の基礎知識を習得す
る。
（3）3年次では，材料理
⼯学の専⾨科⽬を多く配置
するとともに関連分野の科⽬
を配置し，専⾨知識を習得
する。
（4）4年次では，卒業課

究 通じ 専 分

4年

主題別科⽬・スポーツ⽂化科⽬（14単位）

基礎数学・基礎物理学・基礎化学・基礎情報学
系科⽬（14単位）

国際⾔語科⽬（英語関係科⽬）（6単位）

1年 2年 3年

インターンシップI・II，ボランティア参加

研
究
プ
ロ
ポ
␗
ザ
ル
・
卒
業
課
題
研
究

専⾨教育科⽬教養基礎教育科⽬
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